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非晶質シリカは、炭酸塩と並んで、海底堆積物を構成する生物源骨格の材料である。

非晶質シリカに取り込まれる微量元素や同位体組成は、過去の海洋環境を記録する古海

洋指標として期待される。しかし、非晶質シリカの沈殿実験は、ほとんど行われておら

ず、指標と環境パラメータの関係を説明する実験的な裏付けは進んでいない。本研究で

は、非晶質シリカを用いた古海水の pH 復元の可能性を探るため、沈殿実験を行い、ホ

ウ素の分配挙動と同位体分別を調査した。 

非晶質シリカの合成はゾルゲル法で行った。この方法では、エタノールと水の混合液

にオルトケイ酸テトラエチルを滴下して、シリカを生成させる。触媒には、炭酸アンモ

ニウムと酢酸アンモニウムを使用し、pH8.45～9.86までの溶液を調整した。溶媒中のホ

ウ素濃度は 5 mg/L に調整した。生成したシリカと溶媒を高知コア研究所の四重極型誘

導結合プラズマ質量分析計とマルチコレクター誘導結合プラズマ質量分析計で分析し、

ホウ素濃度と同位体比（δ11B）を得た。得られた濃度と同位体比から、分配係数（Kd）

および同位体分別係数（α）を求めた。 

この結果、Kdは、pH9.3 付近に極大をとる山型のパターンを示した。一方、αは、-37‰

から-28‰の間で変動し、pH9.1付近で低くなる傾向を示した。これらの特徴は、溶存化

学種であるホウ酸またはホウ酸イオン単体の存在度や、それぞれの同位体比変化曲線と

は異なる。珪藻殻を分析した先行研究によると、pH7.5～8.6の範囲でホウ素同位体比は

pH と逆相関することが示されており、本研究で求めた非晶質シリカのホウ素同位体比

パターンと矛盾しない。このことから、沈殿実験は、珪藻殻に見られるホウ素同位体比

の pH依存性を再現することが示唆された。 
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